
⇒橋脚（橋を支える土台の部分）を造るための工事用の
桟橋を造っています。

⇒山間部から流れ出た水を排水するための構造物を
造っています。

⇒橋脚（橋を支える土台の部分）の基礎の中に入る
鉄筋を組み立てています。 ⇒路面の排水をする側溝を設置しています。
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■ 期待される主な効果

←磐城国道事務所のホームページは
このQRコードからアクセスできます。

道幅が狭くなり、大型車同士
のすれ違い時に徐行が必要

国道6号の交通量が分散し、渋滞が緩和されることで、魅力ある
観光地の再生を支援します。

■ １０ 月 の 工 事 状 況

⇒トンネル出入り口から300ｍの状況。現在はシルト岩
（砂より細かい粒子でできた岩）が続いています。

①

⑥

② ④
⑤

令和4年
１０月版

勿来の関公園

③関田滝沢地区 盛土工①関田関山地区 管渠工

④四沢長塚地区 場所打杭工 ⑤四沢渋町～柴橋地区 排水構造物工

②トンネル内部 掘削工

⇒盛土作業を始めました。

⑥四沢柴橋～錦町雷地区 仮桟橋工

③



ｰロックボルトとはｰ
⇒トンネルの中から外へ向けて
打ち込み、トンネルの支保構造と
地山に形成されたアーチ構造を
一体化させる金属の棒のこと。

一般国道
６号 勿来バイパス （勿来トンネル工事）10月版

～ ト ン ネ ル 工 事 の 進 み 具 合 を お 知 ら せ し ま す ～

な こ そ

■ 工 事 の 進 み 具 合 令和４年１０月末現在

■ 位 置 図

■１０月のトンネル工事状況
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■ 勿来トンネルについて

平面図
勿来トンネル Ｌ＝７７９m

縦断図

全長：７７９m
←至 水戸 至 仙台→（令和４年10月24日時点） 掘削状況

◆トンネル概要
延長：Ｌ＝７７９ｍ
断面：約６８m2（掘削：約７８m2）
幅員：１０．５m（0.5＋3.5＋3.5＋0.5＋2.5)

▼主な土質
地形区分：丘陵地
岩石名：砂岩・シルト岩・シルト岩砂岩互層・れき岩
地質時代：新生代新第三紀中新世
区分：堆積岩

（参考：土の細かさ⇒れき＞砂＞シルト（泥））

標準断面図

←磐城国道事務所ホームページは
こちら

至 仙台→←至 水戸

掘削
42％（326m）

位置図

トンネル終点側

326m地点トンネル
起点側

土質区分

シルト岩優勢砂岩互層 粘性土・れき混じり砂質土

砂岩優勢シルト岩互層 れき混じり砂

シルト岩優勢砂岩互層 砂岩

地質区分

多賀層群九面層

①掘削工
写真はトンネル入口から300ｍ
付近を掘削している状況です。
現在の箇所ではシルト岩
（砂より細かい粒子でできた
岩）が続いています。

②防水工
写真はトンネル内に水が染み出て
こないよう壁面に裏面排水シート
張りを行っている様子です。台車
は設置したレール上を走行し、
トンネル全体に防水シートを設置
します。

１

２

残り
58％（453ｍ）

ロックボルト

～トンネルの豆知識①～

３

③ロックボルト工

写真はロックボルトを打ち込む
ための穴を空けている状況です。
この空けた穴に長さ４ｍ、直径
24mmのロックボルトを打ち込
みます。


